
次の定例会は令和2年9月1日（火）開会予定です。

●障がい福祉・介護事業所への補助金
事業所に運営補助金を支給するとと
もに、最前線で従事す
る職員に慰労品を支給
して感謝を伝える。

特集2 議会改革が進んでいます
　任期後半の議会改革の議論で、全会派一致で実施されているテーマをご紹介します。
　また、任期中（4年）に1度、市議会の活動が市民にどのように伝わり、市民生活にいかされているかを把握する目的で、9月初旬には18歳以上の無作為
抽出された2,000人の市民の皆さまにアンケートを発送する予定です。ご回答の程よろしくお願いいたします。

議員個人が所有するパソコン等
の持込みについては、令和元年第
4回定例会閉会中から、①議会運
営委員会は試行から本実施へ。②
議会運営委員会を除く市議会の全
ての会議で試行を開始しました。

■全ての会議でパソコン等
の持込みの試行開始

小金井市議会がTwitterアカウント
（@koganei_gikai）を取得、令和2年1

■小金井市議会アカウントによる 
ツイッターを開始

月より、本会議、各委員会
等の開催に関する情報など
市議会の活動に関する情報
発信を開始しました。

令和2年第2回定例会か
ら、日曜議会などで実施して

■傍聴者アンケートの
常時実施

いた傍聴者ア
ンケートの常
時実施を開始
しました。

令和元年第4回定例会か
ら、定例会終了後に議員提出

■議員提出議案の 
ホームページへの公開

議案をホームペ
ージにPDFで
掲載することを
開始しました。

会　派　名 交付額（A）（※ １） 預金利子（B） 収入（C）（A＋B） 支出額（D） 返還額（C－D）（※ ２）

自 由 民 主 党・ 信 頼 の 小 金 井 1 ,740,000円 7 円 1 ,740,007円 1 ,544,062円 195,945円
小 金 井 市 議 会 公 明 党 1 ,440,000円 6 円 1 ,440,006円 872,002円 568,004円
み ら い の こ が ね い 1 ,440,000円 3 円 1 ,440,003円 778,409円 661,594円
日 本 共 産 党 小 金 井 市 議 団 1 ,320,000円 4 円 1 ,320,004円 1 ,319,491円 513円
小 金 井 を お も し ろ く す る 会 450,000円 0 円 450,000円 450,000円 0 円
こ が ね い 市 民 会 議 360,000円 0 円 360,000円 194,191円 165,809円
情 報 公 開 こ が ね い 360,000円 1 円 360,001円 289,347円 70,654円
改　　　革　　　連　　　合（※ ３） ―― ―― ―― ―― ――
生 活 者 ネ ッ ト ワ ー ク 360,000円 0 円 360,000円 359,933円 67円
市 民 と い っ し ょ に カ エ ル 会 360,000円 0 円 360,000円 258,742円 101,258円
緑・ つ な が る 小 金 井 360,000円 0 円 360,000円 276,398円 83,602円
合 　 計 8 ,190,000円 21円 8 ,190,021円 6 ,342,575円 1 ,847,446円

平成31年度　政務活動費収支報告
政務活動費は、議員の調査研究等に必要な経費の一部として、議会に
おける会派に対して交付するものです。

各会派の収入・支出報告書、支出調書、収入・支出整理簿、領収書等
の写しについては、市ホームページに掲載しています。

※１　会派の所属人数に月額30,000円を乗じた金額を交付しています。　　※２　残額は市に返還しています。　　※３　平成31年度政務活動費を申請していません。

 補正予算（第2回）に関する決議の要旨

特集1

原稿は議員が作成しております

新型コロナウイルス感染症対策の費用を含む補正予算
（第2回～第4回）を可決するとともに、関連する決議を
賛成多数で可決しました （既に支給が終わっているものもありますので、

詳細は市ホームページ等でご確認ください。 ）

 補正予算（第4回）に関する決議の要旨
１�、市民交流センターの大ホールにおいては57％、小ホールに至っ
ては67％～80％も入場者数が制限されることから、半額ではな
く制限の割合に応じた利用料金の減免を図ることを求める。

２�、どの職種までを慰労の範囲とするかは判断が難しいところでは
あるが、医療従事者や保育従事者等への慰労品の贈呈も必要であ
り、一定の対応を求める。

３�、希望する学生が漏れなく自転車駐車場利用料の補助を受けられ
るよう、運用を工夫することを求める。

１�、現下の厳しい社会経済状態からすれば、より早い段階で市民や事業者を
支援する補正予算を編成し、臨時会を招集すべきであった。

２�、事業継続支援給付金の給付は事業者にとって生命線ともなるものであ
り、その範囲や金額などについては議会とも適切な事前調整を行うべきで
あった。

３�、飲食店への支援や、売上減少の大きい事業者（自己所有物件での事業者
含む）への傾斜配分など、速やかに追加の支援策に着手することを求める。

４�、図書消毒機の全分室への配備についても検討を求める。

●小中学校のICT環境整備
全児童・生徒に行き渡る分の教育用パーソナ
ルコンピュータを購入するとともに、通信環
境等の整備を行う。

●事業継続支援給付金
事業用の建物を賃借し、売上高が前
年同月から15％以上減少した事業
者に20万円の給付金を支給する。

●図書消毒機の設置
図書館本館と貫井北分室に図書
の消毒機を設置する。

●児童扶養手当受給者への臨時給付金

●高齢者世帯のエアコン等設置への助成

●�自転車駐車場利用料の 
補助（学生のみ）
4・5月分の都内駐輪場の
定期利用料を補助する。

●収入が減少した方への住居確保給付金

●ひとり親世帯への臨時給付金

●市民交流センター利用料金の減額
感染拡大防止のため施設の定員が制限され
ることに伴い、利用料金を2分の1に減額する。

市民生活への支援 事業者等への支援
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